
ガス給湯器
設置工事説明書
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安全上のご注意
この機器を安全に設置・使用していただくために、下記のことを必ずお守りください。
これらの注意事項は安全に関する重要な内容です。表示と意味は次のようになっています。

表　　　　示

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重傷を負う
危険、または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重傷を負う
可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が軽傷を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味

危険
警告
注意
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B
L
認
定
品

家庭用
RUX-A2400W, T, T-L, A, B
RUX-A2000W, T, T-L, T-L-80, A, B, B-80
RUX-A2001W, W-SP, T, T-SP, T-L, A, B
RUX-A1600W, T, T-L, A, B
RUX-A1601W, W-SP, T, T-SP, T-L, A, B
RUX-A2410W, T, T-L, A, B
RUX-A2010W, T, T-L, T-L-80, A, B, B-80
RUX-A2011W, W-SP, T, T-SP, T-L, A, B, B-80
RUX-A1610W, T, T-L, A, B
RUX-A1611W, W-SP, T, T-SP, T-L, A, B

家庭用
上記の63型式の品名末尾（-SPタイプはその前）に-Eが付くもの
RUX-A1011W-E, CUX-A210W-E, KX-A201W-E
業務用
RUXC-A2400W, RUXC-A2000W, 
RUXC-A2010W, RUXC-A1610W

・当社の定める施工要領を逸脱しない据付工事に不具合（瑕疵）が生じ、施工者が無償修理や損害賠償を行った場合、BLマークの証紙の貼付（又は刻
　印等）がされている部品については、一般財団法人ベターリビングのBL保険制度に基づき保険金が支給されます。
・BL保険制度や当住宅部品の施工要領の詳細については、一般財団法人ベターリビングのホームページ（http://www.cbl.or.jp/）をご覧ください。
　なお、BL保険制度に関する質問は、一般財団法人ベターリビング（TEL03-5211-0559）でもお受け致します。

070 00012 38822 9

絵表示については次のような意味があります。

電源プラグを
コンセントから抜く

必ずアース線を
接続する

一般的な禁止 ¡この機器は屋外用です。屋内
　や浴室内に設置しないでくだ
　さい。不完全燃焼や一酸化炭
　素中毒の原因になり大変危険
　です。

都市ガス

13.04   - 

定格周波数
定格電圧

50－60Hz
AC  100V

13A用

12A用

　ガスの種類
　右は都市ガス（13A・12Aの例）

　製造年月
　右は2013年（4月生産の例 ）

型式名

※下図は銘板の一例です。 

¡機器の設置・移動および付帯工事には専門の資格・技術が必要で
　す。工事は必ずお買い上げの販売店またはもよりのガス会社に依
　頼し、有資格者による正しい工事が行われるようにしてください。
¡工事は必ずこの設置工事説明書と「ガス機器の設置基準及び実務
　指針」（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従い、関係する
　法・条例などを遵守してください。この設置工事説明書に記載さ
　れている以外の設置が原因で生じた故障および損傷・人身事故な
　どは工事者の責任となります。また保証期間内でも保証の対象と
　なりません。

¡機器の設置場所が2～4ページの「　 設置場所の確認」の項の条
　件を満たしていることを確かめてください。

¡給気・排気が十分できる場所（開放スペース）に設置してくださ
　い。壁などに囲まれた場所への設置は不完全燃焼の原因となりま
　す。また、燃焼排ガスが建物の壁や窓・植木やペットなどの動植
　物・エアコン室外機などの付帯設備に当らないように設置してく
　ださい。燃焼排ガス中の水蒸気の結露による変色・破損・腐食な
　どの原因となります。

¡必ず接地工事（アース）を行ってください。アース線
　は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線には接
　続しないでください。接地工事が不完全な場合は、感
　電の原因になることがあります。

¡設置する機器が使用するガスの種類（ガスグループ）および使用
　する電源（AC100V・50-60Hz共用）に適合していることを機
　器の銘板で確認してください。表示以外のガスを使用すると不完
　全燃焼や爆発点火の原因となりますので使用しないでください。

●この機器はAC100V（50-60Hz）用です。
AC100V以外の電源電圧では使用できません。
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屋内 屋外 

この機器の銘板は
フロントカバーの
中央または左に張
ってあります。

　品名

　電源

この機器の設置には資格が必要です。

U300-810X03(01)♯

設置場所の確認2

5

●ガソリン・ベンジン・接着剤などの引火性危険物を扱う場所に
は設置しないでください。
●機器を設置する場所の周囲の壁・天井などが防火上安全なもの
であるか、または防火上有効な間隔をとることができる場所に
設置してください。

●メタルラス張り・ワイヤラス張りなどの木造の造営物に機器を
取り付ける場合は、電気設備技術基準により、メタルラス・ワ
イヤラスなどと機器が電気的に接続しないように施設する必要
があります。

※上図は機器と「不燃材料以外の材料による仕上げをした建築物などの
部分」との離隔距離です。（　）は防熱板（金属以外の3mm以上の不
燃材料）を取り付けた場合および「不燃材料で有効に仕上げをした建
築物などの部分」との離隔距離を示します。

●排気筒トップ・排気筒は一般財団法人日本ガス機器検査協会（JIA）
の検査合格品を使用し、設置基準を遵守して設置してください。

●共同住宅などで設計上やむをえず避難階段などを出た正面や避難
階段などの周囲に設置する場合は、T･T-SP･T-L･T-L-80･T-E･
T-E-SP･T-L-E･T-L-80-Eタイプを設置し、機器の前面（排気筒の部
分を除く）を厚さ0.8mm以上の鋼製（メーター検針窓の部分は網入
りガラス）の扉で覆ってください。（PS扉内設置に該当します）

機器は安全に正しく設置してください。

火災予防について

1．屋外壁掛設置の場合

●給気・排気が十分できる場所（開放スペース）に設置してくださ
い。壁などに囲まれた場所への設置は不完全燃焼の原因となり
ます。
●機器の排気口から、下記寸法を壁面に投影した範囲内に、燃焼
排ガスが室内に流入するおそれのある開口部がないことが必要
です。ただし、排気口から600mm以上離れた部分は除きま
す。

給排気について

●設置場所をお決めになるとき、次の事項をよく読んでからお決
めください。
●近隣の家に騒音で迷惑にならない場所に設置してください。
●建物の設計段階から設置方法ならびに配管・配線工事方法に関
し、十分に打合わせをしておいてください。
●B･B-80･B-E･B-80-Eタイプ以外は屋外･壁掛設置や屋外据置
設置（別売の据置台が必要）もできます。
●どのタイプもパイプシャフト設置（Aタイプはパイプシャフトア
ルコーブ設置）ができます。（別売のPS設置用取付金枠が必要）
●T･T-SP･T-L･T-L-80･T-E･T-E-SP･T-L-E･T-L-80-E･B･
B-80･B-E･B-80-Eタイプはパイプシャフト扉内設置もできま
す。（別売の扉内設置用取付ボックス（「　別売部品」の項参
照）・扉内設置用取付金枠が必要）
●T-L･T-L-E･B･B-Eタイプはφ100（1610･1600･1611･
1601シリーズおよびT-L-80･T-L-80-E･B-80･B-80-Eタイ
プはφ80）排気筒で延長できます。
●T-L-80･T-L-80-E･B-80･B-80-Eタイプは5m2曲りまで、そ
の他は7m4曲りまで延長できます。
●T･T-Eタイプは延長できません。
●パイプシャフトに機器を設置する場合、パイプシャフト様式や
大きさなどについて各地消防署・水道局などの規制があります
ので、建築業者とよく打合わせをすると共に、事前に各地消防
署・水道局などの確認をとってください。
●車両や船舶には絶対に使用しないでください。
●この機器は海抜1,000ｍまで使用できます。1,000ｍを超え
る地域で使用すると、点火不良などの不具合が発生することが
あります。
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絶縁材固定ねじ

150 150

300

150

※上図のAが600mm以上で
　あれば斜線の範囲内でも可。

（屋内）

600

建物開口部
がないこと

A

窓など

（単位：mm）

この範囲に

鋼製の扉など

機器

パイプシャフト

150（45）以上

別売の絶縁ワッシャー
（UX-WS-4P）を使用する場合

壁掛金具のφ13穴に絶縁
ワッシャーをはめ込みま
す。必ず機器の上下各2カ
所で固定してください。

絶縁ワッシャー
UX-WS-4P（別売）

木ねじ

機器本体の
壁掛金具

（プラグ）

¡給水配管（できるだけ機器の近く）には、必ず給水元栓を取り付
　けてください。機器の点検ができなくなったり、誤動作の原因と
　なります。

¡温泉水や地下水や井戸水は、水質によっては機器を腐
　食させるおそれがありますので、機器に接続しないで
　ください。

¡機器の点検・修理作業の際に危険を伴う場所（高所な
　ど）や機器の正面で作業ができない場所へは設置しな
　いでください。

¡車両・船舶への設置はしないでください。故障の原因
　となるだけでなく、思わぬ事故を招くおそれがありま
　す。

¡この機器は一般家庭用です。業務用（飲食店など）に使用すると、機器の寿命が極端に短くなります。
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●機器の点検・修理ができるよう十分なスペースを確保し、特に
機器前方は600mm以上の空間を設けてください。
●高所の外壁に機器を設置する際は機器本体正面で作業を行うこ
とができ、かつ2階以上では落下防止の手摺などの措置のある
場所（ベランダなど）に設置してください。

保守・点検のためのスペース

●避難通路となるベランダに設置する場合は、有効な避難通路幅
600mm以上を確保してください。
●コンセントは、できるだけJIS防雨
型コンセント（接地端子付）を設
けてください。防雨型コンセント
以外の場合は、コンセントに雨が
かからないように、雨線内（※）
に設置するか、外箱を設けるなど
の有効な処置をしてください。
●コンセントに接地端子が付いてい
ない場合は、D種接地工事を行っ
てください。
●コンセントは地上（G.L.）から300mm以上の高さの位置に取
り付けてください。
●コンセントとガス管および水道管とは100mm以上離してくだ
さい。
●機器の水抜き栓からの水が直接コンセントにあたらない位置に
してください。

機器の設置条件

（屋外） （屋内）

リモコン

リモコンケーブル

コーキング材
でシール

樹脂管（呼びφ25）

コーキング材
でシール

防雨型屋外
コンセント

電源ケーブル

アース線

1．屋外壁掛設置の場合

雨線内（※）

45
゜

●アンモニア・塩素・硫黄・酸類など腐食性ガスの発生する場所
には設置しないでください。熱交換器のつまりなどにより不完
全燃焼の原因となります。
●燃焼排ガスが、直接建物の外壁やアルミサッシなどに当たらな
いように設置してください。また、動植物への影響も考慮して
ください。外壁の変色・アルミサッシの腐食・動植物への危害
の原因になります。
●換気扇・レンジフードなどからの風が機器の給排気に影響を与
える場所への設置はしないでください。
●別売の台所リモコンは、ガステーブル・ガスコンロなど燃焼機
器の上には設置しないでください。変形したり、性能が悪くな
ったり、電子部品がこわれたりします。また、蒸気・水しぶ
き・水滴・直射日光のあたる場所には設置しないでください。

設置場所の雰囲気について

100以上 300以下

排気口上端

（単位：mm）

パイプ
シャフト

開口部

3．排気延長する場合
　（T-L･T-L-80･T-L-E･T-L-80-E･B･B-80･B-E･B-80-Eタイプ）
●T・T-Eタイプは排気延長できません。
●この機器は屋外用ガス機器ですので、排気筒は屋内（注）を通
して設置することはできません。
●強制排気の屋外用ガス機器をパイプシャフトまたはチャンバに
設置し、開放空間まで専用の排気管を用いて導く場合、屋内を
通してはいけません。

（注）ここでいう「屋内」とは、1住戸を構成する床・屋根（スラブを含む）
および壁（窓および扉などを含む）によって囲まれている居室・浴室・押
入れ・トイレなどの空間（天井裏・床下も含む）をいい、共同住宅のパイ
プシャフト・チャンバなどは屋内ではありません。

●防火区画の貫通をさけて排気筒の経路を決定してください。
●防火ダンパは絶対に設置しないでください。
●排気筒トップは必ず屋外へ通じるように設置してください。
●機器を設置する場所から排気筒トップまでは所定の延長距離内
にあることを確認してください。
●排気延長した排気筒トップの位置と機器の給気位置とは、同一
風圧帯になるように設置してください。

正しい設置例

悪い設置例

排気筒 機器

居室など
パイプシャフト

開口部の開口条件を
満足すること

開放空間
開放空間
（異風圧帯）

機器

居室など

パイプシャフト

開口部の開口条件を
満足すること

開放空間

開放空間
（異風圧帯）

排気筒

2．パイプシャフト設置の場合

●開口部の上端は、廊下天井面になるべく近づけ、下り壁のある
場合、下り壁の寸法は300mm以下としてください。
●開口部の上端は排気口の上端より100mm以上としてください。
●その他、開放廊下などの条件を満足することが必要です。

●Aタイプでは上図の斜線の範囲が燃焼排ガスの吹出方向は
600mm、上方は300mm、その他の方向は150mmになり
ます。
●地域によっては火災予防条例などで規制されている場合があり
ます。その場合は条例に従って取り付けてください。
●線入板ガラスの耐熱強度は、一般ガラスの約半分程度で割れや
すいため機器の排気方向（約1m以内）に線入・網入板ガラスな
どがある場合、燃焼排ガスの熱でガラスが割れるおそれがあり
ますので設置をさけるか排気方向変更の処置を必ずとってくだ
さい。
●燃焼排ガスが建物の壁や窓・植木やペットなどの動植物・エア
コン室外機などの付帯設備に当らないように設置してくださ
い。燃焼排ガス中の水蒸気の結露による変色・破損・腐食の原
因となります。設置場所の選択で対処できない場合は、7ペー
ジの「　別売部品」にある排気カバーや側方排気アダプタで燃
焼排ガス吹出方向を変更するなどしてください。
●他の燃焼機器と向かい合うような場所への設置は避けてくださ
い。お互いの燃焼排ガスを給気して、不完全燃焼などの原因に
なるおそれがあります。他に設置場所がない場合は、別売の側
方排気アダプタで燃焼排ガス吹出方向を変更し、どちらの機器
も新鮮な空気を給気できるようにしてください。
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●開放廊下などの条件を満足することが必要です。
●集合住宅の共用片廊下に設置する場合には1200mm以上の避
難通路を確保してください。また、排気口の下端は床面より
1800mm以上としてください。
●階段室への設置はできません。
●パイプシャフト内に電源配線・リモコン配線を行う場合は防爆
工事を行ってください。〔電気設備技術基準に準ずる〕
●パイプシャフトに機器を設置する場合は、ケーブル工事をして
ください。電源ケーブルはパイプシャフト用の電源ケーブルを
使用してください。
●ケーブル配線は可とう電線管で保護してください。機器から壁
貫通穴まで可とう電線管で保護してください。
●パイプシャフト内では電源ケーブルおよび接続電線を切断接続
しないでください。
●パイプシャフト内および内壁面には、配線用ボックスを使用し
ないでください。ただし防爆構造を施したものは、この限りで
はありません。
●電線がパイプシャフト内壁面を貫通する部分は、コーキング材
によりシールし、パイプシャフトの外との気密が保たれる措置
をしてください。
●分電盤に接地端子がない場合は、D種接地工事を行ってください。
●リモコン側のスイッチボックスは、JIS C 8340の1個用のス
イッチボックス（カバーなし）を使用してください。
●ガス配管とケーブルとは接触しないようにしてください。
●パイプシャフト扉内設置の場合、パイプシャフト扉内設置用取
付金枠と扉内設置用取付ボックス、および扉内設置用取付ボッ
クスと機器本体は気密性を保つよう設置してください。
●パイプシャフト扉内設置の場合、パイプシャフト扉の給気口は
有効面積80cm2以上（1610･1600・1611・1601・1011
シリーズは51cm2以上）を確保してください。
●パイプシャフトの前面扉などの上部および最下部に各々
100cm2（地域によっては500cm2または扉面積の5％の大き
い方）以上の換気口を設けてください。

2．パイプシャフトに機器を設置する場合
電線管（呼びφ25）

分電盤

1
8
0
0
以
上

リモコン
ケーブル電線管

（呼びφ19）

リモコン

アウトレットボックス
またはプルボックス

電線盤
（呼びφ31）

1個用
スイッチボックス
JIS C 8340

上部換気口
（100cm2以上）

下部換気口
（100cm2以上）

コーキング
材でシール

コーキング
材でシール

電源ケーブル
  VCT3芯

可燃物

D/2以上

D/2以上

D 排気筒

通気性の
よい空間

¡周囲排気筒径の1/2以上の空間

¡20mm以上の金属以外の不燃材料
　で巻いた場合

¡鉄板製めがね板

可燃物

D/2以上

D/2以上

D 排気筒

鉄板等
（片面のみ）

D 排気筒

D/2以上

D/2以上

金属以外の
不燃材料
厚さ20mm以上

可燃物
接しないこと

接しないこと

D/2以上

D/2以上 鉄板製
ガラリなど
（両面）

D 排気筒

可燃物

可燃物

排気筒

接しないこと

断熱材厚さ20mm以上

接しないこと

D/2以上

接しないこと

排　気　筒

断熱材
（20mm厚以上）

可燃物

¡20mm以上の金属以外の不燃
　材料で巻いた場合

接しないこと

D/2以上

排気筒 金網
アルミクロス付
20mm厚以上ロックウール

仕上げ
ロックウール保温材を固定
するものとして、金網・番
線締めなどがある。

可燃物

D/2以上

D/2以上

排気筒

D

断熱材厚さ20mm以上 接しな
いこと

排気筒

接しないこと

可燃物

排気筒トップの設置基準

●排気筒トップは必ず屋外に出るように取り付けてください。
●排気筒トップは1／50程度の先下り勾配に取り付けてください。
●排気筒トップ先端は注意ラベルの表示に従って取り付けてください。
●積雪が予想される場合、排気筒トップは周囲の積雪や落雪に阻
害されないように施工方法を考慮してください。
●排気筒トップ先端に危険物は置かないでください。
●排気筒トップの先端から水蒸気（煙状のもの）や水滴が出るこ
とがあります。排気筒トップの位置は水蒸気の見えにくい場所
や、水滴落下による床ぬれ・飛散による支障のない場所を選ん
で設置してください。

●排気筒トップと可燃物との離隔距離

●排気筒と「不燃材料以外の材料による仕上げをした建築物等の
部分」との離隔距離は次の図に従ってください。

排気筒の設置基準

●前記に定める範囲を壁面に投影した範囲内（排気筒トップ開口
部から600mm以上離れた部分を除く）に、燃焼排ガスが室内
に流入するおそれのある開放可能な窓などがない場所に設置し
てください。

※断熱施工の例

ロックウール保温材 JIS A9504
（人工鉱物繊維保温材）

空
　
間
　
部

断熱施工なしの場合 断熱施工をする場合

貫
　
通
　
部

隠
ぺ
い
部

隠ぺい空間部 隠ぺい貫通部

●隠ぺい部の換気が十分でない場合は、2カ所以上の通気口を設
けてください。
●隠ぺい部分に排気筒を設置する場合は、排気筒の全長が目視で
きるような点検口を設けてください。
●隠ぺい部分で間仕切壁を貫通する場合は、その壁の近くに必ず
点検口を設けてください。
●排気筒は排気筒トップに向かって1/100～1/50程度の下り
勾配になるように施工してください。また、ドレンがたまるお
それがありますので、排気筒の延長の途中で「立ち上がり」を
作らないでください。
●機器からの「立ち上がり」は1.5m以下にしてください。

（単位：mm）

150
以上

150
以上

可燃物

可
燃
物

可
燃
物

150
以上

可燃物

可燃物

可
燃
物

300以上

600以上

可燃物

正　面 側　面
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外形寸法図 （単位：mm）3

●RUXC-A2000W・A2010W

●T-L・T-L-Eタイプ

●2000･2010･2001･2011シリーズのW･W-Eタイプ
　CUX-A210W-E･KX-A201W-E

●RUXC-A2400W

●2400・2410シリーズのW・W-Eタイプ

上から見た
透視図

上から見た
透視図

●T・T-Eタイプ

（　）内はT-L-80・T-L-80-Eタイプ
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注）給水・給湯接続口径は
　　2410･2010･2011･1610･1611･1011シリーズ
　　およびCUX-A210W-E･KX-A201W-E…………15A（R1/2）
　　2400･2000･2001･1600･1601シリーズ……20A（R3/4）

　　ガス接続口経は
　　2400･2410シリーズの13A･12A………………20A（R3/4）
　　上記以外………………………………15A（R1/2）〔TU接続可〕

●RUXC-A1610W

●1600･1610･1601･1611･1011シリーズのW･W-Eタイプ

A寸法 40 50 41（39） 26
ガ　ス 給　水 給　湯 ケーブル

　（　）内は2410･2010･2011･1610･1611･1011シリーズ

RUXシリーズ･CUX-A210W-E･KX-A201W-EのA寸法

A寸法 40 63 41（39） 26
ガ　ス 給　水 給　湯 ケーブル

　（　）内はRUXC-A2010W・RUXC-A1610W

RUXCシリーズのA寸法

●B・B-Eタイプ ●A・A-Eタイプ

（　）内はB-80・B-80-Eタイプ

上から見た
透視図
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２０号

２４号 φ100

Ｂ寸法

φ100(φ80)

Ｃ寸法 (mm)

65

70(65)

70

124

124

15
50
0

15
53
0

330
350

５
３
８
（
Ｐ
Ｓ
取
付
ピ
ッ
チ
）

３２８（ＰＳ取付ピッチ）

Ａ
寸
法

28.5

63

128

178

251

53 62 72

10
2

給
水
接
続
口

ガ
ス
接
続
口

50
2

φ
Ｂ
寸
法

26
76

Ｃ寸法170

ケ
ー
ブ
ル
接
続
口

給
湯
接
続
口

124

50
2

57
1

2535
50
1

35

54
1

55
7

80
130

180
160

4－φ13穴

15
50
0

15
53
0

330
350

３２８（ＰＳ取付ピッチ）

Ａ
寸
法

63
128
178

251

53 62 72

99

給
水
接
続
口

ガ
ス
接
続
口

給
湯
接
続
口

ケ
ー
ブ
ル
接
続
口

28.5

66
.5

14
1

79 170
124

26

15

（６０，１３０，２００　調節可）

５
３
８
（
Ｐ
Ｓ
取
付
ピ
ッ
チ
）

上から見た
透視図

29.5

124

50
2

57
1

124
151708.5

2535
50
1

35

54
1

55
7

80
130

180
160

4－φ13穴

５
３
８
（
Ｐ
Ｓ
取
付
ピ
ッ
チ
）

20
164.5

350
330

15
66
.5

15
50
0

53
0

15

３２８（ＰＳ取付ピッチ）

Ａ
寸
法

63
128
178

251

46 62 72
99

給
水
接
続
口

ガ
ス
接
続
口

給
湯
接
続
口

ケ
ー
ブ
ル
接
続
口

5 6



（　　　　　　　　　　　　　　）

（ 　　　　　　　　）

付属部品4
●梱包内には下記の付属部品が入っています。設置工事の前にご確認ください。

別売部品5
●別売部品は機器の必要に応じて別途お買い求めください。

品　　　名 型　　　式 品　　　名 型　　　式

台所リモコン
デラックス

タイプ

スタンダード
タイプ

MC-140V 2011・2001・1611
1601・1011シリーズ
およびRUXCシリーズ
以外に接続できます。

全シリーズに接続
できます。

配管カバー UOP-Y101（K）

UC-25-□□
UC-27-□□

浴室リモコン

2芯ケーブル（台所リモコン用）

BC-140V

増設リモコン SC-120

台所リモコン MC-33-A

浴室リモコン BC-45-A

据置台 UOP-Y201（2）

強制排気筒トップφ100 EFT-13

φ100排気管直管 EFP-1350,1500,1650,1950

φ100排気エルボ（90°） EFL-2

φ100排気管取付バンド EFBS-2

強制排気筒トップφ80 EFT-16

φ80排気用スライド管 EFS-3

φ80排気管直管 EFP-835,850,865,895

φ80排気エルボ（90°） EFL-3

φ80排気管取付バンド EFBS-3

壁掛補強板 UX-0021

扉内設置用取付ボックス

排気カバー

UOP-G030-E

UOP-G030

UOP-G030-TME

UOP-G030-TM

UOP-G301-24　（24号用）

UOP-G301-20　（20号用）

UOP-G301-16　（16号用）

側方排気アダプタ

UOP-Y305-24　（24号用）

UOP-Y305-20　（20号用）

UOP-Y305-16　（16号用）

リモコン側…Y型端子
機　器　側…Y型端子（　　　　　　　　）

UC-25C-□□
UC-27C-□□

コネクタ付2芯ケーブル
（浴室リモコン用）

リモコン側…2Pコネクタ
機　器　側…Y型端子

UX-2-C
コネクタセット UC-25-50･UC-25-100･UC

-27-50･UC-27-100ケーブルを
 コネクタ付に改造する場合に使用

BC壁貫通取付セット BC-KT-3

RF-2001
RF-2002

浴室リモコン
壁厚調節パイプ

取付壁厚（mm）
　  190～280
　  280～370

標準品はBC-KT-3に
付属（　　　　　　　　）

① W・W-SP・W-E・W-E-SP・T・T-SP・T-E・T-E-SPタイプ
品番

1

2

3

4

5

部　品　名

ビスセット

取扱説明書

設置工事説明書

リンナイ連絡先一覧表

所有者票

個数

1

1

1

1

1

備　　　　考

木ねじφ４.８×　３８×5本
プラグ（SX 6×３０）×5本
小ねじM5×10　3本（パイプシャフト設置用）
※トラスタッピンネジ4×8　1本（排気管抜け止め用）

保証書付

本書

個人情報保護シール付

②T-L・T-L-80・T-L-E・T-L-80-Eタイプ
④A・A-Eタイプ

③ B・B-SP・B-E・B-E-SP・B-80・B-80-Eタイプ

※トラスタッピンネジが同梱されている製品もありますが、上記のタイプでは使用しません。

品番

1

2

3

4

5

部　品　名

ビスセット

取扱説明書

設置工事説明書

リンナイ連絡先一覧表

所有者票

個数

1

1

1

1

1

備　　　　考

木ねじφ４.８×　３８×5本
プラグ（SX 6×３０）×5本
小ねじM5×10　3本（パイプシャフト設置用）
トラスタッピンネジ4×8　1本（排気管抜け止め用）

保証書付

本書

個人情報保護シール付

品番

1

2

3

4

5

6

部　品　名

ビスセット

側方排気アダプタ

取扱説明書

設置工事説明書

リンナイ連絡先一覧表

所有者票

個数

1

1

1

1

1

1

備　　　　考

木ねじφ４.８×　３８×5本
プラグ（SX 6×３０）×5本
小ねじM5×10　3本（パイプシャフト設置用）
小ねじM4×8　1本
※トラスタッピンネジ4×8　1本（排気管抜け止め用）

保証書付

本書

個人情報保護シール付

品番

1

2

3

4

5

部　品　名

ビスセット

取扱説明書

設置工事説明書

リンナイ連絡先一覧表

所有者票

個数

1

1

1

1

1

備　　　　考

木ねじφ４.８×　３８×5本
プラグ（SX 6×３０）×5本
小ねじM5×10　3本（パイプシャフト設置用）
トラスタッピンネジ4×8　1本（排気管抜け止め用）

保証書付

本書

個人情報保護シール付

注）排気延長部材は1610・1600・1611・1601シリーズはφ80を、
　　他のシリーズはφ100を使用してください。（T-80・T-80-E・B-80・
　　B-80-Eタイプはφ80を使用してください）

※トラスタッピンネジが同梱されている製品もありますが、上記のタイプでは使用しません。

1）木ねじで取り付ける場合
①機器の中心線上、機器底面より527mmの位置に木ねじを途中
　までねじ込んでください。

②機器上部、中央の切欠部を木ねじに引掛けてください。
③機器の上下各2個の長穴に木ねじをねじ込み、機器を固定して
　ください。このとき、木ねじの有効打ち込み長さが15mm以上
　になるようにしてください。

機器の設置工事6
●給湯器の設置場所については、建築基準法や電気設備技術基
準・ガス事業法・液化石油ガス法・消防法に基づく火災予防条
例などによって防火処置の基準が定められています。以下の事
項の他に、各都道府県市町村の条例に従ってください。
●平成25年4月施行の建築基準法改正に準拠するため、木ねじや
プラグは必ず付属のものを使用してください。

■屋外壁掛設置の場合
●設置する壁には約20kg満水時の重量が加わりますので十分な強
　度がない場合は補強工事をしてください。
●必ず垂直な壁に取り付けてください。
●メタルラス張り・ワイヤラス張りなどの木造の造営物に機器を
取り付ける場合は、電気設備技術基準により、メタルラス・ワ
イヤラスなどと機器が電気的に接続しないように施設する必要
があります。

1．機器の取り付け手順

木ねじ

5
2
7

（単位：mm）

機器底面

・あらかじめ厚手の補強木を組み込んでおき、外装仕上後に木材
などの絶縁板（厚さ20mm以上）を固定し、絶縁板に機器を固
定する。
・間柱に絶縁板を固定し、絶縁板に機器を固定する。

●ALC工法
　ALC工法への設置は、別売の据置台を使用する設置方法を推奨
します。設置工事方法は、据置台の設置工事説明書をご覧くだ
さい。
　注）推奨する設置方法や設置基準はガス会社によって異なりま
すので、ガス会社へもお問い合わせください。

絶縁板

間柱

ラス板

補強木 

※プラグの下穴径はφ6、深さ40mm以上としてください。

2）プラグと木ねじで取り付ける場合

●下図5カ所の下穴をあけ、プラグを打ち込んだ後、1）-①～③
の手順に従い、取り付けてください。

3）アンカーボルト・長寸ボルトを使用して取り付ける場合

　①下図の位置にアンカーボルト（長寸ボルト）を取り付けてく
　　ださい。

（単位：mm）

機器底面

5
3
0

5
5
7

130

3

（単位：mm）

機器底面

5
2
2

5
4
1

80
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　注）燃焼排ガス吹出方向を左向きにしたい場合は、上図と逆向
　　　きに取り付けてください。

⑥A・A-Eタイプは付属の側方排気アダプタをトラスねじ2本（機
器に取り付けてあります）で取り付けてください。
　（下図参照）

　注）●取りはずしたねじを再度取り付けてください。
　　　●壁掛金具は使用しません。

②パイプシャフト設置用取付金枠の上部取付金具に、付属のM5
　　小ねじを途中までねじ込んでください。
③機器の取付金具上の穴をM5　小ねじに引掛けてください。

壁掛金具

⑤上部取付金具のM5　小ねじを締めてください。

④機器の取付金具下をパイプシャフト設置用取付金具金枠の取付
　金具下に、付属のM5　小ねじで止めてください。

■パイプシャフト設置の場合
●パイプシャフト設置用取付金枠が必要です。
①B・B-E・B-80・B-80-Eタイプ以外は壁掛金具取付ねじ上・
　下合計4本を取りはずし、壁掛金具を取りはずしてください。

排気吹出方向

側方排気
アダプタ

トラスねじ

　②機器の取付金具の丸穴（上下各2カ所）をアンカーボルト
　（長寸ボルト）に引掛け、六角ナットで固定してください。

■パイプシャフト扉内設置の場合
●パイプシャフト扉内設置用取付金枠が必要です。
●別売の扉内設置用取付ボックスが必要です。
●扉内設置用取付ボックスUOP-G030-TME・UOP-G030-TM
の取り付け方は、製品に付属の工事説明書を参照してください。
●扉内設置用取付ボックスUOP-G030-E・UOP-G030の取り
付け方は以下のとおりです。

①取付金具上（ねじ2本）、取付金具下（ねじ左右各1本）を取りは
　ずしてください。
 （取付金具上、取付金具下は使用しません）。

②扉内設置用取付ボックスの下部のねじ4本をはずし、枠板下を
　取りはずしてください。

扉内設置用取付ボックスUOP-G030-E・UOP-G030の同梱部品

品番 個数部 品 名

①

②

扉内設置用取付ボックス

＋小ねじ（M5×10）

1

5◯

取付金具下右・左

機器底面

取付金具上

枠板下

③扉内設置用取付ボックスを機器本体にM5　小ねじ2本にて取
　り付けてください。
　（ねじは①で取りはずしたものを使用してください）

⑦扉内設置用取付ボックスをM5　小ねじ4本にてパイプシャフ
　ト扉内設置用取付金枠に取り付けてください。

④枠板下を扉内設置用取付ボックスにねじ4本にて取り付けてく
　ださい。
　（ねじは②で取りはずしたものを使用してください）

⑤枠板下を機器本体にM4　タッピンねじ2本にて取り付けてく
　ださい。
　（ねじは①で取りはずしたものを使用してください）

⑥パイプシャフト扉内設置用金枠の上部取付金具にM5　小ねじ
　を途中までねじ込み、扉内設置用取付ボックスの上部の穴を
　M5　小ねじに引掛けてください。

機器底面

2．排気筒トップの取り付け手順（排気延長する場合）
●排気筒トップ・排気筒を正しく設置しないと機器の性能が十分
に発揮できないだけでなく、思わぬトラブルの原因ともなりま
すのでこの設置工事説明書に示す要領によるほか、「ガス機器
の設置基準及び実務指針」に従って正しく行ってください。
●排気筒トップ・排気筒・エルボ・取付バンドは、「　別売部品」
の項にある専用部品を使用してください。
　排気筒トップ・排気筒・エルボの管径は1610・1600・1611・
1601シリーズおよびT-L-80・T-L-80-E・B-80・B-80-Eタ
イプはφ80mm、その他のシリーズはφ100mmで、材料はス
テンレス製t0.3mmです。また、排気筒トップはスライド式で
すので、壁厚に応じて、切断することなく取り付けができます。
●排気筒の長さおよびエルボの使用個数で次式に従いD値を算出
してください。

5

強制排気筒トップφ100（EFT-13）・強制排気筒トップφ80
（EFT-16）の付属部品

D = L ＋ M ×2＋ N ×0.5

L ：延長筒直線部の長さ（ｍ）
M：エルボ90°の個数（個）
N：エルボ45°の個数（個）

※Dが15より大きい場合はこの機器は使用できません。

　T-L-80・T-L-80-E・B-80・B-80-Eタイプは、Dが9よ

　り大きい場合は使用できません。

●先端の排気筒トップの曲りは曲り数に含まれません。

●最大延長は7ｍ4曲りです。

●T-L-80・T-L-80-E・B-80・B-80-Eタイプは5ｍ2曲り
　です。

品番

①

②

③

④

⑤

⑥

部　品　名

排気筒トップ（組）

トップフランジ

パッキン

断熱筒

トップ固定金具

ワッシャー付＋小ねじM5×14

個数

1

2

2

1

2

2

備　　　考

トップ固定金具取付用

⑤④③②①

（排気筒トップは加算しません。）
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給水・給湯配管工事7
●配管工事は給水事業者の指定工事店に依頼し、給水事業者の
　規定に従ってください。
●水源に市水道を使用する場合は、各市町村水道局の条例に基
　づき施工してください。
●温泉水や地下水や井戸水で使用すると、水質によっては機器
　内配管に異物が付着するなど、耐久性を損なうことがありま
　すので接続しないでください。

●2400・2000・2001・1600・1601シリーズの配管接
　続は20A（R3/4）になっています。配管径は給水・給湯と
　も20Aで配管してください。
●2410・2010・2011・1610・1611・1011シリーズ
およびCUX-A210W-E・KX-A201W-Eの配管接続は15A
（R1/2）になっています。

　配管径は給水・給湯とも15Aで配管してください。
●保守・点検および水抜きのため、給水接続口の近くに給水元
栓を設けてください。

●給水配管と機器を接続する前に給水元栓を開けて、給水配管
内のゴミ・砂を流し出してください。そして接続後、通水テ
ストを必ず行い、給水元栓を閉めてから給水接続口内部のス
トレーナを取り出し、ストレーナを掃除してください。

●給水配管の接続部には、機器の給水接続口の近くに逆止弁を
設けるか、逆止弁付き給水元栓を必ず取り付けてください。
また、給水接続口と逆止弁との間の配管には鉛管・塩ビ管を
絶対に使用しないでください。

配管上のご注意

（3）断熱筒を壁厚に合わせて切断してください。
（4）排気筒トップにフランジ・パッキン・断熱筒（各1）をセッ
トし、屋外側から穴に入れてください。

（5）スライド管に屋内側からパッキン・フランジ（各1）をセッ
トし、固定金具で固定してください。

（6）屋外壁面のパッキン部は、雨が入らないようにシール材など
で防水処理をしてください。

3．排気筒の取り付け手順
①排気筒直管・排気エルボを組み合わせて、排気筒トップ側から
順次接続してください。
②排気筒は、専用の取付バンドで排気筒の接続部、または
900mmの長さに対して1個の割合で堅固に取り付けてください。
③排気管の接続部は十分に差し込み、タッピンねじを使用し抜け
止めを行い、耐熱シール材などで完全にシールし、排気漏れの
ないことを確認してください。

（1）壁に穴をあけてください。
壁穴あけ工事は、可燃物と不燃物で異なり、可燃物の場合は火
災予防条例に従ってください。不燃物の場合は、次の表の穴径
にて工事してください。

排気筒トップ径

φ100

φ80

不燃物壁の穴径

φ140

φ120

（2）排気筒トップの長さを決めてください。
排気筒トップはスライド式ですから、壁厚100～250mmの範
囲は標準排気筒トップにて取り付けできます。始めに壁厚を測
定してから、下表より、排気筒トップの長さを求め、接合部を
タッピンねじを使用し抜け止めを行い、耐熱シール材などで排
気漏れのないようにシールしてください。

壁　　　厚

排気筒トップ長さ
（壁厚＋60）

100

160

250

310

（単位：mm）

（単位：mm）

（単位：mm）
断熱筒

耐熱シール材など

固定金具

スライド管

100～250

壁厚

排気筒トップ長さ
フランジ

1/50下り勾配

パッキン

●給水・給湯配管は金属製の管（銅管など）を使用してくださ
い。鉛管・塩ビ管は使用しないでください。

●銅管を使用する場合は、必ずロ－付けにて接続してください。
●フレキシブルチューブをお使いになるときには、地域の水道
条例によって規制されている場合がありますのでご注意くだ
さい。

●フレキシブルチューブが使えないときは、必ずユニオン継手
を使用し、給水・給湯配管には水抜き用の排水栓を設けてく
ださい。

●給水・給湯配管（フレキシブルチューブを含む）はすべて保
温してください。

●継手類はできるだけ少なくし、複雑な配管はさけてください。
●配管途中に空気溜りのできるような配管はさけてください。
※配管材料は必ず関係水道局の承認または検査に合格したもの
を使用してください。

●この機器をお客様に快適に使っていただくには、給水圧が
　150～500kPa（約1.5～5kgf/cm2）は必要です。特に給水
　圧が低い場合には、機器の能力が十分に発揮されず、お客様
　とのトラブルの原因にもなりますので、加圧ポンプを設置す
　るなどの対策を講じてください。
●給水圧が高い場合は、減圧弁を取り付けるかウォーターハン
　マー防止措置を行ってください。

給 水 配 管

●混合水栓は通水抵抗の少ない機種を選んでください。また、
シャワーヘッドは極力、瞬間湯沸器用の圧力損失の少ないも
のを使用してください。

●配管はできるだけ給湯器と同じ高さで行ってください。階上
に配管する場合には余分に給水圧力が必要になります。（１m
につき10kPa（約0.1kgf/cm2）ずつ余分に必要になります）
●できるだけ短距離に配管してください。給湯配管が長くなれ
ば、それだけお湯の出始めが遅くなり燃料のムダにもなり、
使用上不便を感じます。

●2カ所以上で同時にお湯を使用するときには、給湯配管の方
法・給湯栓の開き具合によってそれぞれの給湯栓からのお湯
の量が異なることがあります。特に給湯器から遠い場所・高
い位置の給湯栓ではお湯の出ない場合もありますので、十分
にご検討のうえ設置してください。

給 湯 配 管

ガス配管工事8
1.　ガス栓
●機器を使用する場所にガス栓がない場合、あるいはあっても
　位置や寸法などが適切でない場合には、新設・移設・交換な
　どが必要ですので、ガス事業者にご相談ください。
●専用のガス栓を設けてください。

2.　ガス接続
●ガス接続口径は、2400・2410シリーズの13A・12Aのみ
　20A（R3/4）で他はすべて15A（R1/2）〔TU接続可〕にな
　っています。

●ガス栓と給湯器の間には必ずユニオン継手を取り付けてくだ
　さい。
●接続はガス事業者の指定する工事店に依頼してください。
●給湯器は多量のガスを短時間に燃焼しますから、ガス量が十
　分供給されるようにご検討ください。
●LPガスをご使用の場合LPガス容器は50kg2本を併用してく
　ださい。また、機器からは2m以上離して設置してください。
●都市ガスの場合はガス流量が多いため、配管途中の圧力損失
　が大きくなりますから十分に余裕のある配管にしてください。

●寒冷地においては、配管には電熱ヒータを巻きつけるなどの
　凍結予防措置を行ってください。

※パイプシャフト内の配管には電熱ヒータを巻けませんので、
　保温材を厚めにしてください。

●配管内の水抜きが容易にできるように処理をしてください。
●給水・給湯配管からの水漏れがないことを確認したのち、配
　管を完全に保温してください。
●水抜き栓を保温材で包み込まないでください。

凍 結 予 防

機器本体底面

ここまで保温して
ください。

保温材

水抜き栓が操作でき
るように保温材を逃
がしてください。

地域の実情に見合った
厚さのものを巻くこと

機器本体

接続部にもヒータを
巻いてください。

給水元栓・逆止弁も
ヒータを巻いてください。

電熱ヒータ

保温材

凍結深度以上
巻くこと
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（5）電源ケーブルを下図のように、ケーブルクランプで固定
　してください。

（4）電源ケーブルの白線および黒線を機器本体内の電源端子に、
　他の色（緑または赤）をアース用として本体内の接地端子（「E」
　の文字で表示）に、それぞれ接続してください。

2．ケーブル工事をする場合

（1）機器のフロントカバーを取りはずしてください。（ねじ4本）
（2）機器の電源ケーブルを取りはずしてください。
（3）機器本体底面のケーブル接続口より電源ケーブルを引き       
　込んでください。

　※電源ケーブルは下記を使用してください。

（6）分電盤のスイッチを「切」にしてください。
　●分電盤は専用回路としてください。
（7）分電盤の電源用端子に電源ケーブルの白線および黒線を、
　アース端子に他の色（緑または赤）の線を接続してください。
　注）分電盤アース端子の接地抵抗（100Ω以下）を確認して
　ください。
（8）分電盤のスイッチを「入」にしてください。
（9）フロントカバーをもと通りに取り付けてください。

ビニールキャブタイヤケーブル
VCT
公称導体断面積2mm2×3芯

100V電源ケーブル
（パイプシャフト用）

ケーブルクランプ

※端子台へのねじ締めは必ず手締めで行い、電気
　ドライバーは絶対に使用しないでください。
　基板破損のおそれがあります。

●電源ケーブルに3芯ケーブルを使用して接地する場合は、本
　体内の接地端子（右列上の図参照）に結線してください。

1．防雨型屋外コンセントから電源を取る場合
●機器から1.5m以内にコンセントが必要です。
　（電源ケーブルの長さは約1.8mです）
（1）機器底面の「アース」の文字で表示されたねじにアース
　 線を接続してください。
（2）コンセントの接地端子にアース線を接続してください。
（3）電源プラグをコンセントに差し込んでください。
　 ※アース線は公称導体断面積2mm2以上（銅線径φ1.6以上）
　の被覆銅線を使用してください。

電気工事9
●この機器にはAC100V電源が必要です。電気配線については
　電力会社の指定工事店にご依頼ください。
●電源ケーブルが余る場合は機器の外で処理してください。
（機器の中へは絶対に押し込まないでください）

●機器を設置する場所に電源コンセントがない場合やあっても
　適切でない場合には、新設・移設・交換などが必要です。
●機器の電気関係の仕様（電圧・周波数・消費電力）を確認し
　てください。
●電源コンセントは機器の後にならない位置で排気口の放熱を
　受けないようにしてください。

電源用コンセントについて

●電気設備技術基準によるD種接地工事（アース工事）
　を行ってください。（接地抵抗100Ω以下）
　接地工事が不完全な場合は感電の原因になることが
　あります。
●アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線には
　接続しないでください。
●電気設備技術基準により、漏電したとき自動的に電路をしゃ
　断する装置（漏電しゃ断器）を電源側に設けてください。
●機器底面にアースの文字で接地端子部を表示してあります。

接地工事について

できるだけ湿った
場所を選ぶ（　　　　　　　　）

● コンセントにアース端子が
　付いている場合

● アース棒を使用する場合

工事手順

ケーブル
接続口

アース線（緑または赤）

 電源ケーブル
（白および黒）

接地端子

電源端子

別売リモコンの接続１０
●この機器は本体だけで恒温タイプとして使用できますが、別
　売のリモコンを接続すればさらに便利にお使いいただけます。
●機器を恒温タイプとして使用する場合、給湯栓は必ず混合水
　栓を使用してください。
●恒温タイプの出湯温度は本体の電装ユニットで設定した温度
　（42℃・50℃・60℃または70℃）になります。
※詳しくはフロントカバー裏面に収納されている配線図を参照
　してください。
●台所・浴室および増設リモコンのいずれか一台だけを接続す
　ることもできます。ただし、2011・2001・1611・1601
　シリーズ・RUX-A1011W-EおよびRUXCシリーズには、デ
　ラックスタイプのリモコンは接続できません。
●台所・浴室および増設リモコンのうちのいずれか二台を接続
　するマルチ接続もできます。ただし、スタンダードタイプと
　デラックスタイプ（増設リモコンは除く）の組み合わせはで
　きません。
●台所・浴室および増設リモコンを各一台接続するトリプル接
　続もできます。
●パイプシャフト設置の場合、2芯ケーブルは別売のUC-27-□
　□・UC-27C-□□を使用してください。
●機器本体からリモコンまでの接続線は24V以下ですので、こ
　の配線工事は「小勢力回路の工事」に該当し、電気工事士の
　資格がなくても工事できますが、電気設備技術基準に合った
　電気工事で施工してください。
●2芯ケーブルが余る場合は機器の外にて処理してください。
（機器の中へは絶対に押し込まないでください）

■リモコンの取り付け
●リモコンに付属の「リモコン設置工事説明書」を参照し、正
　しく取り付けてください。

■機器との接続
●電源プラグを抜いてください。
　（分電盤の専用スイッチを「切」にしてください）
　電源を入れたままケーブル工事をしますと電装品
　が破壊されることがあります。
　（1）機器のフロントカバーを取りはずしてください。
　（2）機器本体底面のケーブル接続口から2芯ケーブルを引き
　　込んでください。
　（3）電装ユニットの接続端子に2芯ケーブルを接続してくだ
　　さい。
　　（　　の極性はありません）

※端子台へのねじ締めは必ず手締めで行い、電気
　ドライバーは絶対に使用しないでください。
　基板破損のおそれがあります。

リモコンを1台だけ接続する場合

●マルチ接続の場合は、上の図のようにダブルで接続してくださ
　い。
●トリプル接続の場合は、どれか一台のリモコンを台所リモコン
　または増設リモコンを中継して接続してください。（下図参照）

マルチまたはトリプル接続の場合

浴室リモコン

台所リモコン

コネクタ付
2芯ケーブル

増設リモコン

2芯ケーブル

2芯
ケーブル

浴室リモコン

台所リモコン
増設リモコン

コネクタ付
2芯ケーブル

2芯ケーブル

2芯ケーブル

・接続例2

・接続例1

ケーブルクランプ
（3Nまたは5N）

リモコンを1台だけ接続する場合

　（4）2芯ケーブルを下図のようにリモコンに付属のケーブル
　　クランプ（3Nまたは5N）で固定してください。

ケーブル
接続口

ケーブルまたは
コネクタ付2芯ケーブル

リモコン接続
端子

リモコン接続
端子

ケーブル
接続口

ケーブルまたは
コネクタ付2芯ケーブル
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■湯はり量の設定（MC-140V・BC-140Vを接続する場合）
●運転スイッチが「入」の状態で、
リモコンのフタの中にあるお湯
はり湯量スイッチを押してから、
給湯温度スイッチ　　　　でお
客様宅の浴槽の大きさに合った
湯はり量に設定してください。

●設定できる湯はり量は右上表の
16通りで、　を1回押すたび
にふえ、　を押すとへります。 
また、400リットルにしたい
ときは　　を1秒以上押し続け
てください。
●このとき表示画面の時刻表示部
が、約5秒間湯はり量の表示に
変わります。
（下図は180リットルの例）

湯量 

（リットル） 

（990） 

（400） 

350 

300 

280 

260 

240 

220 

200 

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60

水位表示 
（下から） 

表示なし 

表示なし 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

（1） 

（1） 

を
押
す
と
ふ
え
る 

を
押
す
と
へ
る

初期設定→ 

湯量表示 

台所リモコン　MC-140V 浴室リモコン　BC-140V

お湯はり湯量スイッチ 給湯温度スイッチ

水位表示 

設置工事が終わりましたら、もう一度機器まわりの工事につい
て点検をしてください。

■機器の設置状態
●可燃物および可燃性部分との離隔距離は確保されていますか。
●日常の使用および点検に支障をきたしませんか。

■給水・給湯・ガス配管
●配管接続部から水・ガス漏れがありませんか。
●給水圧力は十分にありますか。
●ガス圧力は適切ですか。

●マルチ接続・トリプル接続の場合は、2芯ケーブル2本をリモ
　コンに付属のケーブルクランプ（6Nまたは10N）で一緒に固
　定してください。
　（5）フロントカバーをもと通りに取り付けてください。
●この機器はリモコンに異常（故障・ケーブル断線など）が生じ
　た場合、自動的に恒温タイプとなります。

設置工事後の確認１１

試運転および試点火１２

※リモコンコードが機器のヒータに接触しない
　ように配線してください。
　また、リモコンコードを設置したことにより、
　ハーネスなどがヒータに接触していないか確
　認してください。

●取扱説明書の内容に基づき、試点火を行い、正常に動作するこ
とを確認してください。
●ガス配管中に空気が溜まっている場合には点火しないことがあ
ります。その場合には、下記の手順に従って実施してください。

（1）リモコンが接続されている場合は、リモコンの運転スイッチ
を「入」にしてください。

（2）給湯栓（混合水栓のお湯側）を全開にしてください。
（3）15秒程たったのち、給湯栓を閉めてください。
（4）上記（2）および（3）を繰り返し、お湯が出ることを確認
してください。

マルチまたはトリプル接続の場合

ケーブルクランプ
（6Nまたは10N）

■湯はりのオートストップ機能の説明のポイント
1．リモコンの運転スイッチを押して「入」にします。
2．湯はりスイッチを押してから、浴槽の給湯栓を開けます。
・湯はりスイッチを押すと、音声で「浴槽へお湯を入れる準備
ができました。ふろのお湯の蛇口を開いてください。」とお
知らせします。
〈ご注意〉
・浴槽の給湯栓が混合水栓などの場合、水を混ぜない（水側の
蛇口を開けない）ようにしてください。設定湯量よりもお湯
が多くなるばかりでなく、湯はりの温度もぬるくなります。
・湯はり中に他の蛇口でお湯を使用すると、浴槽への湯はり量
が設定湯量より少なくなります。

3．設定した湯はり量になると、機器が自動的にお湯を止め、ブ
ザーと音声でお知らせします。「湯はりが終わりました。ふろ
の蛇口を閉めてから湯はりスイッチを押してください。」
　このとき蛇口から少量のお湯が出て、すぐ止まらないことがあ
ります。これは配管中のお湯が一時的に出る「後ダレ」現象
で、機器の故障ではありません。
4．音声に従って、必ず蛇口を閉めてから湯はりスイッチを押し
て「切」にしてください。
〈ご注意〉
特に蛇口を閉め忘れると、その後お湯が使えなくなりますの
で、必ず湯はりの蛇口を閉めていただくようお願いしてくだ
さい。

●試運転が終わりましたら、すぐご使用になる場合を除きガス栓
を閉め、取扱説明書に従って必ず水抜きを行ってください。
●この機器は常時約3.0Ｗの電力を消費しますので、
すぐご使用になる場合を除き、必ず電源プラグを抜
いてください。
（分電盤の専用スイッチを「切」にしてください）

※凍結予防の水抜き
●通水後、配管や機器内に残った水は、お客様が使用されるまで
の期間放置すると、凍結して機器が破損するおそれがあります
ので、完全に水を抜きとってください。
①ガス栓１・給水元栓２を閉めてください。
　寒冷地などで不凍栓使用時は不凍栓を閉め、給水元栓２を開
けてください。
②リモコンが接続されている場合は、リモコンの運転スイッチを
『切』にしてください。ただし、「お湯はりスイッチ」のある
リモコンが接続されている場合は、湯はり運転が解除されてい
ることを確認してから行ってください。
③電源プラグを抜いてください。
（分電盤の専用スイッチを『切』にしてください）
④お湯の蛇口５をすべて（シャワーなどを含む）全開にしてく
ださい。
⑤給水水抜き栓３・給湯水抜き栓４を開けてください。
※以上の操作で機器内の水が排水されますので、次にお使いにな
るまでそのままにしておいてください。

●水抜き終了後に再度ストレーナの掃除を実施してください。

●配管カバーや据置台のフロントカバーを確実に固定してくださ
い。（配管カバーや据置台を使用している場合）

・フロントカバーを固定するねじがゆるかったりはずれていたり、下部
差込個所がはずれていると、フロントカバーがはずれて、思わぬ事故
の原因となります。

・配管カバーや据置台に付属の工事説明書を参照してください。

  お客様への説明
●取扱説明書によって、使用方法を説明してください。特に「安
全上のご注意」「使用方法」をよく説明してください。
●取扱説明書に付いている保証書に必要事項を記入のうえ、設置
工事説明書（本書）と共にお客様にお渡しして、取扱説明書に
従って「保証・サービス」について説明してください。

本体底面

給水接続口

ストレーナ

給水水抜き栓

5 お湯の蛇口 

4 給湯水抜き栓 
（逃し弁） 

2 給水元栓 3 給水水抜き栓 

1 ガス栓 
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